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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜　祈りのすすめ　＞
　「これらのことを話したのは、あなたがたがわたしによって平和を得るためである。あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヨハネによる福音書１６章３３節）

　この言葉は、主イエスがいわゆる「最後の晩餐」で、やがて訪れる苦難と死とを前にして、弟子たちに語った「告別の言葉」の最後をしめくくる約束と励ましです。
　それらの中でイエスは、「わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。わたしはこれを、世が与えるように与えるのではない」(14:27)、「世があなたがたを憎むなら、あなたがたを憎む前にわたしを憎んでいたことを覚えなさい」(15:18)、さらに弟子たちを真理に導く聖霊が与えられれば、「罪について、義について、また、裁きについて、世の誤りを明らかにする・・・裁きについてとは、この世の支配者が断罪されることである」(16:8-11)、「父御自身が、あなたがたを愛しておられるのである。あなたがたが、わたしを愛し、わたしが神のもとから出て来たことを信じたからである」(16:27)と語られました。

　ここで不思議に思われるのは、まだ主イエスは苦難を受け十字架の死を経て復活されていないのに、「既に世に勝っている」と断言しておられることです。すなわち、世に対する主イエスの勝利は、これから起こる事柄のなりゆきによって、成功するとかしないとかに左右される性格のものではないということです。なぜなら、主イエスが父なる神のもとから来られ、つねに愛において一つであられることを損なうものは、この世には何も無いからです。その父なる神ご自身が弟子たちをも愛してくださっているゆえに、苦難と悩みの中にあっても勇気を出すことができ、この世が与える偽りのもろい平和ではなく、たしかな愛のうちにある主イエスの平和が与えられるのです。
　靖国神社に行けば戦死した父や兄弟、友人に会える気がするという人々は大勢おられます。それは、この世の支配者が教育や儀式でそのように吹き込んだ影響が大きいのでしょうが、そのような感情に対して疑問を投げかけ、とりわけ世の支配者の誤りを指摘する宣教活動には多くの困難がともないます。しかし、戦死した人々もわたしたちお互いも本当に結びつけるものは、いったい何でしょうか。それは、既に世に勝っておられる主イエスの愛をおいてほかにはありえません。
（祈り）主なる神よ。あなたは、罪深いわたしたちのために主イエスを与えて、わたしたちへの愛を示してくださいました。どうか、この世の与える偽りの平安から解き放ち、この世の困難の中でも、主の愛のうちにある平和をお与えください。主の御名によって。
　　　　　　　　　　　古賀　清敬（宣教教師、北海道中会ヤスクニ・社会問題委員長）
ヤスクニとわたし

上野恵子（福岡城南教会長老、田島九条の会所属）

「義の実は、平和を実現する人たちによって、平和のうちに蒔かれるのです。」

（ヤコブの手紙3章18節）
　私達は聖日礼拝、祈祷会、家庭礼拝を通して、又日々の祈りの中で信仰が養われると思っています。しかし、カール・バルトは「右手に聖書を、左手に新聞を持て！」と言ったと、礼拝説教で聞きました。

田島九条の会は、一つの校区に一つは平和について語り合う場を作る目的で、私が在住する福岡市城南区田島校区に2006年に誕生しました。月に一度、憲法や平和や政情について公民館の一室で情報交換や学びの時を持っています。又これまでに5回「平和のつどい」を開催し講師から、福岡大空襲、東京大空襲、引き揚げ者、広島原爆体験者やイラクに人間の盾として行かれた木村公一牧師のお話を聞き、戦争の悲惨さや平和の尊さを思わずにいられませんでした。

今年も5月30日に33名の出席者を得て「戦争の足音が聞こえる～いま”憲法を考える」の主題で開催しました。講師は「原発なくそう！九州玄海訴訟」の弁護団の一員でもある弁護士後藤富和さんで、以下講演の要旨を記します。

…法律は国民が守るべきルールを定めていますが、憲法はこれとは逆に国民が国家に対して権力が暴走しないように、ルールを制定するものです。それは国民のチェックが緩いと、権力は必ず暴走するからです。人類の歴史は権力の暴走の歴史そのものです。この権力の暴走から個人の尊厳を守るために、憲法は制定されました。では個人の尊厳とは何か？　それは一人一人の人間が豊かに生活していく権利です。この個人の尊厳を確保するため憲法には3つの手段があり、それは①基本的人権の保障（11条）（25条）（26条）、②国民主権＝民主主義、③平和主義＝戦争の放棄（9条）個人の尊厳を根底から突き崩す戦争は放棄するというものです。

ところが、自民改憲案では、その憲法が国民支配の道具に使われるのです。その内容は、①立憲主義から非立憲主義へー「公益」が優先され国家権力に従わせようとしています。②天皇元首化と国民主権の後退、③平和主義から戦争をする国へ④権利を制限し国民の義務拡大―国防の義務、日の丸君が代尊重義務、公益秩序服従義務、家族助け合い義務？　緊急事態指示服従義務、憲法尊重擁護義務など国民の行動にたくさん口出しし義務化し、従わねば憲法違反になるという事でした。96条が2分の1の賛成に変わると、2分の1以上の多数与党が簡単に憲法を変えることができます。思想、信教の自由のためにも現憲法を守らねばなりません。

今度の参院選の結果がとても気になります。蛇のように賢く、鳩のように素直になりたいと思います。
「ヤスクニ問題　Q and A 」
武田　兵次郎（大会靖国神社問題特別委員会委員・横浜長老教会長老）
問い　神社神道の問題点と現状について教えてください。

答え　イスラエル民族が約束の地に定着後、民族を最も悩まし続けたのは異教の神々との対決でした。中でも強大であったのは、バールペック（ビクアト・アベン〔悪の谷〕アモス書１章５節）に巨大な神殿を築き上げ、ここを拠点にしてカナンの地に広く浸透していたバール信仰でした。
　今、多くの日本人の心の深層に食い込み蝕んでいるのは、神々への崇拝の思いでありましょう。これはバール信仰と同様の強大な闇の力をもって、往古の昔から現在にいたるまで天皇崇拝と深く結びつき、住み続け、支配してきました。これが神社神道の本性であり、この意味で日本は昔も今も変わらぬ「偶像国家」なのです。

問い　このことは歴代首相が率先しているのではないですか。

答え　森元首相が現役中に語った「日本は天皇を中心とした神の国」であるとの問題発言も、今日の日本の心的状況を鋭く指摘した言葉であったと思います。歴代首相による天皇の祖先神を祀る伊勢の皇大神宮の参拝は恒例行事化し、今年も安倍首相が早々に就任参拝をしています。また、靖国神社春の例大祭にも、主たる閣僚たちの参拝で、隣国である中・韓との外交関係に大きな支障をもたらしてきております。

問い　今やそれが民間の間で活性化しているということでしょうか。

答え　日本では神社本庁が総括する神社だけでも８万社はあるといわれ、その多くの神社が地域と一体化し、伝統・再生・活性化の名のもとで、祭礼行事が盛んとなってきています。従って神社との癒着問題も各地で頻発、砂川(北海道)や平戸(神奈川)のように、それが訴訟事件を引き起こしている所もあります。

問い　神社神道の本質は何ですか。

答え　今年の４月、上野の国立博物館で初の「大神社展」が開かれ、主催の神社本庁総長・田中恒清氏を講師とする「神社と日本人」をテーマとした記念講演会も開催され、私も抽選に当たって、聞く機会を与えられました。偶像として日本の精神構造の上に君臨する神社神道の本性を再確認出来た内容でしたが、私が特に強い印象を受けたのは、神道の本質が「信じる」ものでなく「感じる」ことにあるという言葉でした。

問い　信仰の戦いは何に対してすべきでしょうか。

答え　私は戦中の「国家神道体制」のもとで、神社参拝を「国家儀礼」として参拝を強要し、多くの殉教者を生み出してきた歴史的罪を改めて知らされました。神社問題とは何よりも「偶像礼拝との戦いである」ことに着目し直視して、共に信仰の戦いを続けていきたいと思います。エペソ6：10～16の御言葉をよくお読み下さることを願って、この答えとします。
	お詫び

ヤスクニ通信の2013年６月（前号）において、＜ヤスクニ・ニュース＞の中で松本栄好先生の記事を掲載した際、インタビューの真偽を先生に確認しないまま韓国・聯合ニュースに載せられた文章をそのまま引用いたしました。正確でないところもあり、松本先生に大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫びいたします。
尚、松本先生には10月靖国神社問題全国協議会講師として講演をお願いしています。
　　　　　　　　　　　靖国神社問題特別委員会委員長　加藤正勝　　編集人　川越弘


＜ヤスクニ･ニュース＞
首相歴史認識　米が懸念

　米議会調査局が日米関係の報告書をまとめ、安倍晋三首相の歴史認識について「（東アジア）地域の国際関係を混乱させ、米国の国益を害する恐れがあるとの懸念を生じさせた」と指摘した。米有力紙にも首相の歴史認識を批判する社説が相次ぐなど、東アジアの不安定化要因として危惧する声が高まっている。
　５月１日付の日米関係の報告書は、首相が「強固な国粋主義者」として知られ、「帝国主義日本の侵略やアジアの犠牲を否定する歴史修正主義にくみしている」と指摘。慰安婦問題や靖国神社参拝をめぐる言動は、「米国や日本の近隣諸国から注意深く監視される」と強調した。さらに「首相は熱心な国粋主義者を閣僚に選んだ」と指摘。複数の閣僚が靖国神社を参拝し、中韓両国が反発していると説明した。米有力紙も、安倍首相について「歴史を直視していない」（ワシントン・ポスト）、「不必要なナショナリズム」（ニューヨーク・タイムズ）とする社説を掲載している。　　　　　　（東京新聞　ワシントン報告　5月9日）
日本右派団体の反韓デモ、政治家の黙認は参院選対策
日本の右派団体が6月22日、東京や名古屋、北海道で反韓デモを行い、レイシズム、排外主義のムードを煽り立てた。右派の排外行動を、日本政府は制止せず、黙認、放任している。…政治家から非難されていないことは、参院選を控えていることと無関係ではないとみられる。日本の政治家はとっくに、右派の言動が選挙に勝つ上での鍵であり、支持を得る奥の手であることに気づいている。安倍首相はもちろん、今回の参院選でもこの機会を捨てることはない。…ある専門家は、日本の右派の言動が戦争への前奏曲だとみている。反韓デモも反中デモも、日本の右傾化の中を重大な動きとして政界の右傾化路線を定め、日本の軍国主義復活を加速化させる狙いがあり、極めて危ないシグナルだと見ている。
（毎日新聞中国報道　6月25日）
＜集会案内＞

『戦前・戦中・戦後を生きたキリスト者の証言』～教会の生命と使命を問う～
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